吉野樹紀先生の略歴と主な業績 by 沖縄国際大学総合文化学部日本文化学科教員一同


吉
野
樹
紀
先
生
は
、
一
九
五
九
年
一
二
月
二
〇
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
神
奈
川
県
立
希
望
が
丘
高
等
学
校
か
ら
横
浜
市
立
大
学
文
理
学
部
文
科
に
進
学
な
さ
れ
、
同
大
学
を
一
九
八
二
年
に
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
神
奈
川
県
内
の
公
立
中
学
校
、
高
等
学
校
に
勤
め
、
長
く
中
学
生
、
高
校
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
か
ら
二
年
間
、
派
遣
さ
れ
て
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
に
学
ば
れ
ま
し
た
。
大
学
院
を
修
了
し
、
高
等
学
校
に
帰
任
し
た
後
は
、
高
校
生
の
教
育
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
博
士
課
程
国
際
文
化
研
究
専
攻
に
入
学
し
、
古
代
和
歌
の
研
究
に
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
す
ぐ
れ
た
研
究
は
、
著
書
『
古
代
の
和
歌
言
説』
と
し
て
結
実
し
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
五
日
、
横
浜
市
立
大
学
か
ら
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
、
吉
野
樹
紀
先
生
は
、
沖
縄
国
際
大
学
に
赴
任
さ
れ
、
学
部
、
大
学
院
で
国
文
学
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
長
年
に
亘
る
中
学
校
・
高
等
学
校
に
勤
め
た
経
験
を
活
か
し
て
、
精
力
的
に
国
語
科
教
職
課
程
の
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
吉
野
樹
紀
先
生
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
四
日
午
前
一
時
に
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
四
九
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。
吉
野
先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
寂
寥
の
思
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
交
誼
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
吉
野
先
生
の
ご
意
志
を
継
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。
本
書
を
『
吉
野
樹
紀
先
生
追
悼
号』
と
し
て
編
纂
し
、
吉
野
樹
紀
先
生
に
捧
げ
ま
す
。
吉
野
先
生
の
ご
冥
福
を
、
日
本
文
化
学
科
一
同
、
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
平
成
二
一
年
十
月
一
日
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
教
員
一
同
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一
九
五
九
(
昭
和
三
四)
年
一
二
月
二
〇
日
神
奈
川
県
横
浜
市
に
生
ま
れ
る
一
九
七
八
(
昭
和
五
三)
年
四
月
横
浜
市
立
大
学
文
理
学
部
文
科
入
学
一
九
八
二
(
昭
和
五
七)
年
三
月
横
浜
市
立
大
学
文
理
学
部
文
科
卒
業
一
九
八
二
(
昭
和
五
七)
年
四
月
鎌
倉
市
立
第
二
中
学
校
教
諭
(
一
九
八
五
年
三
月
ま
で)
一
九
八
五
(
昭
和
六
〇)
年
四
月
神
奈
川
県
立
豊
田
高
等
学
校
教
諭
(
一
九
九
三
年
三
月
ま
で)
一
九
九
一
(
平
成
三)
年
四
月
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修
士
課
程
(
教
科
領
域
教
育
専
攻
言
語
系
国
語
コ
ー
ス)
入
学
一
九
九
三
(
平
成
五)
年
三
月
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修
士
課
程
(
教
科
領
域
教
育
専
攻
言
語
系
国
語
コ
ー
ス)
修
了
一
九
九
三
(
平
成
五)
年
四
月
神
奈
川
県
立
汲
沢
高
等
学
校
教
諭
(
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で)
一
九
九
六
(
平
成
八)
年
四
月
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
博
士
課
程
国
際
文
化
研
究
専
攻
入
学
一
九
九
六
(
平
成
八)
年
四
月
日
本
文
学
協
会
委
員
(
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で)
一
九
九
八
(
平
成
一
〇)
年
四
月
横
浜
市
立
大
学
国
際
文
化
学
部
非
常
勤
講
師
(
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で)
二
〇
〇
一
(
平
成
一
三)
年
三
月
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
博
士
課
程
国
際
文
化
研
究
専
攻
満
期
退
学
二
〇
〇
一
(
平
成
一
三)
年
四
月
日
本
文
学
協
会
委
員
(
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で)
二
〇
〇
二
(
平
成
一
四)
年
三
月
日
本
文
学
博
士
(
学
術)
横
浜
市
立
大
学
二
〇
〇
二
(
平
成
一
四)
年
四
月
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
助
教
授
－－
二
〇
〇
二
(
平
成
一
四)
年
五
月
横
浜
市
立
大
学
客
員
研
究
員
(
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で)
二
〇
〇
五
(
平
成
一
七)
年
四
月
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
二
〇
〇
五
(
平
成
一
七)
年
四
月
沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
学
科
長
(
二
〇
〇
七
年
三
月
ま
で)
二
〇
〇
九
(
平
成
二
一)
年
七
月
四
日
急
逝
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１
『
一
冊
の
講
座
古
今
和
歌
集』
(
共
著
一
冊
の
講
座
編
集
部
編
有
精
堂
一
九
八
七
年
三
月)
担
当
部
分：
｢
古
今
和
歌
集
の
技
法
・
比
喩
表
現｣
(
六
七
一
〜
六
七
五
頁)
『
古
今
和
歌
集』
の
和
歌
に
多
様
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
比
喩
表
現
の
特
質
を
、
個
々
の
和
歌
を
貫
い
て
存
在
す
る
和
歌
言
説
の
論
理
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集』
は
和
歌
に
と
っ
て
言
葉
が
規
範
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
う
た
う
べ
き
｢
こ
と｣
や
｢
こ
こ
ろ｣
を
表
現
す
る
た
め
に
言
葉
を
発
す
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
を
選
ん
で
三
十
一
文
字
を
構
築
し
て
い
く
中
に
、
う
た
わ
れ
る
｢
こ
と｣
や
｢
こ
こ
ろ｣
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
転
倒
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
２
『
セ
ミ
ナ
ー
古
代
文
学

表
現
と
し
て
の
作
家』
(
共
著
古
代
文
学
会
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
編
古
代
文
学
会
一
九
八
八
年
八
月)
担
当
部
分：
｢
山
部
赤
人｣
(
五
三
〜
六
七
頁)
作
品
分
析
に
よ
る
作
家
論
は
可
能
か
否
か
、
可
能
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
か
を
テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
万
葉
歌
人
山
部
赤
人
を
と
り
あ
げ
、｢
表
現
論｣
を
踏
ま
え
た
｢
作
家
論｣
の
到
達
点
と
限
界
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
研
究
の
対
象
と
は
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
残
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
々
の
作
品
か
ら
問
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個
々
の
作
品
を
統
括
す
る
表
現
意
識
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。｢
表
現
と
し
て
の
〈
作
家
〉｣
と
は
、
個
々
の
表
現
意
識
に
底
流
す
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
る
－－
仮
象
の
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
３
『
た
の
し
く
わ
か
る
高
校
国
語
Ⅰ
・
Ⅱ
の
授
業
〈
古
典
〉』
(
共
著
田
近
洵
一
・
浜
本
純
逸
・
大
槻
和
夫
編
あ
ゆ
み
出
版
一
九
九
一
年
一
〇
月)
担
当
部
分：
｢
徒
然
草
の
授
業
実
践
―
現
代
語
訳
と
ビ
デ
オ
に
よ
る
興
味
づ
け
の
試
み
―｣
(
三
八
〜
五
六
頁)
『
徒
然
草』
に
描
か
れ
て
い
る
人
間
の
姿
に
テ
ー
マ
を
す
え
、
授
業
に
よ
っ
て
、
人
間
の
奥
深
さ
や
面
白
さ
を
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
取
っ
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
現
代
語
訳
・
ビ
デ
オ
(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
｢
ま
ん
が
で
読
む
古
典
『
徒
然
草』｣)
を
用
い
た
興
味
づ
け
と
生
徒
の
反
応
、
お
よ
び
プ
リ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
授
業
の
進
め
方
の
実
際
と
生
徒
の
反
応
と
に
基
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
｢
課
題
集
中
校｣
と
よ
ば
れ
る
高
校
で
、
生
徒
の
興
味
を
古
典
文
学
に
ひ
き
つ
け
る
授
業
を
い
か
に
構
想
す
る
か
、
そ
の
留
意
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
４
『
こ
と
ば
を
ひ
ら
く
―
国
語
教
室
の
現
場
か
ら』
(
共
著
み
ん
な
で
国
語
の
教
科
書
を
読
む
会
編
同
時
代
社
一
九
九
二
年
一
〇
月)
担
当
部
分：
｢
同
化
か
ら
葛
藤
へ｣
(
一
五
四
〜
一
七
二
頁)
現
代
の
高
校
生
に
共
通
す
る
問
題
点
と
し
て
思
考
・
感
性
の
パ
タ
ー
ン
化
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
、
そ
う
し
た
生
徒
の
パ
タ
ー
ン
化
し
た
感
性
を
う
ち
こ
わ
す
力
を
持
っ
た
、
読
者
の
内
面
に
葛
藤
を
呼
び
起
こ
す
作
品
の
特
質
を
分
析
し
て
い
る
。
同
化
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
感
動
か
ら
は
、
状
況
を
認
識
し
、
自
己
や
閉
塞
し
た
状
況
を
変
革
す
る
視
点
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
作
品
に
同
化
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
読
み
手
の
中
に
葛
藤
や
対
話
を
呼
び
起
こ
す
作
品
こ
そ
が
現
代
に
お
い
て
教
材
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。(
他
に
｢
教
師
の
こ
と
ば｣
を
角
田
義
則
名
義
で
執
筆)
５
『
古
代
の
和
歌
言
説』
(
単
著
翰
林
書
房
二
〇
〇
三
年
三
月
三
七
六
頁)
博
士
論
文
に
基
づ
く
著
書
で
あ
り
、｢
第
一
部
古
代
和
歌
の
方
法｣
｢
第
二
部
古
今
和
歌
集
の
歌
風｣
｢
第
三
部
和
歌
文
学
の
修
辞
技
巧｣
｢
第
四
部
和
歌
文
学
の
言
説｣
の
四
部
か
ら
成
る
。
万
葉
集
か
ら
古
今
和
歌
集
時
代
の
和
歌
言
説
を
修
辞
と
い
う
観
点
－－
か
ら
考
察
し
、
古
代
の
和
歌
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
和
歌
を
日
常
言
語
と
は
異
質
な
文
学
の
言
葉
と
し
て
あ
つ
か
う
と
い
う
立
場
か
ら
、
詩
的
言
語
と
し
て
の
和
歌
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
６
『
国
語
科
教
職
課
程
の
展
開
国
語
科
教
育
実
践
力
の
探
究』
(
共
著
渡
辺
春
美
編
著
沖
縄
国
際
大
学
二
〇
〇
六
年
三
月)
担
当
部
分：
｢
国
語
科
教
材
研
究
指
導
の
実
際｣
(
七
三
〜
九
五
頁)
沖
縄
国
際
大
学
に
お
け
る
国
語
科
教
職
課
程
に
お
け
る
国
語
科
教
材
研
究
指
導
の
特
徴
に
つ
い
て
、
特
に
｢
国
語
科
教
育
法
Ⅱ｣
(
第
三
学
年
後
期
に
受
講
す
る
科
目
、
模
擬
授
業
の
た
め
の
基
礎
を
養
う
科
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る)
で
の
実
践
を
も
と
に
、
指
導
の
実
際
、
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
、
レ
ポ
ー
ト
発
表
時
の
質
疑
応
答
な
ど
を
分
析
し
た
も
の
。





１
｢
古
代
歌
謡
表
現
史
論｣
(
単
著
『
横
浜
市
立
大
学
学
生
論
集』
第
二
三
号
一
九
八
三
年
三
月
一
七
頁)
古
代
和
歌
の
表
現
を
｢
比
喩｣
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
。
考
察
は
、
一
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
｢
喩｣
、
二
寄
物
陳
思
歌
展
開
、
三
古
今
的
表
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
詩
歌
に
お
い
て
｢
比
喩｣
の
は
た
す
役
割
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
記
紀
歌
謡
や
万
葉
集
の
寄
物
陳
思
歌
の
構
造
と
比
較
し
な
が
ら
、
古
今
和
歌
集
歌
を
和
歌
史
的
に
位
置
づ
け
た
。
古
今
和
歌
集
歌
で
は
、
言
葉
と
し
て
仮
構
さ
れ
た
景
物
が
心
の
比
喩
と
し
て
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
表
現
し
た
い
心
に
む
け
て
｢
言
葉｣
を
集
め
る
、
そ
の
言
葉
の
集
め
方
に
｢
心｣
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
２
｢
短
歌
表
現
史
と
『
竹
取
物
語』
―
書
く
こ
と
と
修
辞
を
手
が
か
り
と
し
て
―｣
(
単
著
『
古
代
文
学』
第
二
三
号
一
九
八
四
年
二
月
六
頁)
｢
な
ぜ
表
現
は
変
わ
る
の
か
―
古
代
文
学
の
表
現
史｣
と
い
う
共
同
研
究
の
一
環
。
古
代
の
文
学
作
品
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
表
現
自
体
の
中
に
表
現
を
展
開
さ
せ
る
論
理
を
見
い
だ
し
、｢
な
ぜ
表
現
は
変
わ
る
の
か｣
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
古
代
文
学
の
｢
歴
史｣
を
新
た
に
組
み
立
て
よ
う
と
試
み
て
い
る
。『
竹
取
物
語』
と
『
古
今
和
歌
集』
歌
を｢
書
く
こ
と｣
と
い
う
観
点
か
ら
同
時
代
的
な
も
の
－－
と
位
置
づ
け
て
分
析
。｢
書
く
こ
と｣
が
歌
を
詠
む
者
の
表
現
意
識
に
何
を
与
え
た
か
と
い
う
視
点
を
一
方
に
お
き
な
が
ら
、
修
辞
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
３
｢
古
今
的
表
現
の
修
辞
に
つ
い
て｣
(
単
著
『
日
本
文
学』
第
三
四
巻
第
三
号
一
九
八
五
年
三
月
一
四
頁)
古
今
和
歌
集
歌
の
特
質
を
｢
修
辞｣
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
考
察
は
、
一
仮
名
文
学
の
特
質
、
二
古
今
的
表
現
の
特
質
、
三
喩
の
構
造
、
四
古
今
的
表
現
以
前
と
古
今
的
表
現
と
い
う
構
成
で
、
古
今
集
時
代
の
和
歌
を
仮
名
言
葉
が
も
た
ら
し
た
文
学
と
位
置
づ
け
て
考
察
し
て
い
る
。
古
今
和
歌
集
歌
は
仮
名
で｢
書
く｣
こ
と
に
よ
っ
て
多
義
的
な
も
の
を
自
覚
的
に
方
法
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
一
文
字
と
い
う
ひ
と
ま
と
ま
り
の
言
葉
の
全
体
の
中
で
、
掛
詞
や
縁
語
と
い
っ
た
範
列
的
に
構
成
さ
れ
た
喩
的
な
言
葉
を
響
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
義
的
な
表
現
を
作
り
出
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
４
｢
掛
詞
論
―
生
成
す
る
意
味
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―｣
(
単
著
『
古
代
文
学』
第
三
一
号
一
九
九
二
年
三
月
一
一
頁)
和
歌
の
修
辞
技
法
と
し
て
重
要
な
掛
詞
に
つ
い
て
、
日
常
の
様
式
化
さ
れ
た
律
文
を
出
発
点
に
、
万
葉
集
歌
に
多
く
見
ら
れ
る
類
音
の
連
鎖
・
同
音
の
繰
り
返
し
と
い
う
表
現
様
式
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
、
古
今
和
歌
集
歌
の
掛
詞
の
特
質
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
掛
詞
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
、
前
後
を
と
ら
え
か
え
し
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
を
総
合
化
す
る
方
法
を
、
言
葉
の
時
間
的
な
流
れ
を
破
壊
し
て
上
と
下
と
を
響
き
あ
わ
せ
る
異
化
作
用
と
位
置
づ
け
、
和
歌
の
内
部
に
お
け
る
言
葉
の
対
話
性
が
古
今
和
歌
集
歌
の
特
質
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
※
『
日
本
語
学
論
説
資
料』
(
第
二
九
号
一
分
冊
下
巻
論
説
資
料
保
存
会
一
九
九
四
年
九
月)
に
転
載
５
｢
寄
物
陳
思
歌
に
お
け
る
比
喩
表
現
―
音
と
意
味
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
あ
る
い
は
、
比
喩
と
し
て
の
ウ
タ
言
葉
の
系
譜
―｣
(
単
著
『
語
文
と
教
育』
第
六
号
一
九
九
二
年
八
月
一
五
頁)
万
葉
集
の
寄
物
陳
思
歌
に
み
ら
れ
る
比
喩
表
現
を
、
万
葉
集
か
ら
古
今
和
歌
集
へ
と
至
る
和
歌
表
現
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
の
時
代
の
歌
は
、
神
話
的
幻
想
の
共
同
性
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
あ
る
い
は
支
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
－－
振
る
舞
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
古
今
和
歌
集
時
代
の
和
歌
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
｢
言
葉
の
累
積｣
を
共
同
性
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
変
遷
を
寄
物
陳
思
歌
の
物
象
表
現
と
心
象
表
現
の
関
係
の
変
遷
と
し
て
、
音
声
と
意
味
の
関
係
に
着
目
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
※
『
日
本
語
学
論
説』
(
第
二
九
号
一
分
冊
下
巻
論
説
資
料
保
存
会
一
九
九
四
年
九
月)
に
転
載
６
｢
古
今
和
歌
の
『
見
立
て』
攷｣
(
単
著
『
語
文
と
教
育』
第
七
号
一
九
九
三
年
八
月
一
四
頁)
和
歌
の
修
辞
技
法
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
｢
見
立
て｣
に
つ
い
て
、｢
見
立
て｣
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。｢
見
立
て｣
の
概
念
規
定
は
、
現
在
で
も
混
乱
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
も
と
も
と
｢
見
立
て｣
と
い
う
一
つ
の
修
辞
技
法
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
今
集
の
時
代
に
な
っ
て
漢
詩
文
と
の
交
流
の
中
で
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
事
物
と
事
物
を
比
喩
と
し
て
結
び
つ
け
る
新
し
い
認
識
の
中
で
戯
れ
る
和
歌
を
、
後
世
の
人
々
が
｢
見
立
て｣
と
呼
称
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
を
論
究
し
て
い
る
。
７
｢
生
徒
作
文
に
み
る
対
話
す
る
言
葉
―
対
話
的
批
評
の
言
葉
、
あ
る
い
は
、
自
己
を
解
放
す
る
言
葉
―｣
(
単
著
『
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
会
誌』
一
九
九
四
年
三
月
六
頁)
現
在
の
多
く
の
国
語
教
室
は
、
批
評
す
る
言
葉
を
阻
害
す
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
閉
塞
し
た
状
況
に
お
い
て
、
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
生
徒
の
中
に
対
話
的
批
評
の
言
葉
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
試
み
に
よ
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
活
路
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
生
徒
が
自
分
自
身
を
み
つ
め
、
人
間
と
し
て
の
自
己
を
発
見
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
対
話
的
批
評
の
言
葉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。
８
｢
古
今
和
歌
集
二
四
三
番
歌
攷｣
(
単
著
『
語
文
と
教
育』
第
八
号
一
九
九
四
年
八
月
一
三
頁)
古
今
和
歌
集
二
四
三
番
歌
は
任
氏
伝
を
念
頭
に
お
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
一
義
的
に
断
定
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
提
起
を
す
る
。
こ
の
和
歌
の
重
要
性
は
、
任
氏
伝
を
念
頭
に
お
い
た
か
否
か
と
い
う
個
別
的
な
問
題
に
あ
る
の
－－
で
は
な
く
、
万
葉
以
来
の
伝
統
的
な
表
現
を
再
構
成
し
な
が
ら
、
し
か
も
漢
詩
文
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
た
事
物
と
事
物
の
間
に
新
た
な
関
係
を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
認
識
の
枠
組
の
中
で
詠
ま
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
９
｢
生
徒
の
言
葉
を
〈
読
む
〉―
パ
ロ
デ
ィ
化
に
よ
る
反
転
の
試
み
、
あ
る
い
は
、
批
評
す
る
言
葉
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
生
徒
作
文
―｣
(
単
著
『
日
文
協
国
語
教
育』
第
二
七
号
一
九
九
五
年
一
一
月
一
一
頁)
自
分
を
み
つ
め
自
己
を
批
評
す
る
言
葉
は
、
往
々
に
し
て
自
己
を
絶
対
化
し
モ
ノ
ロ
ー
グ
的
に
閉
じ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
と
ら
え
る
。
こ
う
し
た
生
徒
の
言
葉
を
ひ
ら
き
、
生
徒
自
信
の
自
己
対
象
化
と
相
対
化
を
求
め
る
に
は
、
虚
構
が
有
効
な
手
段
に
な
る
と
す
る
。
自
己
の
外
部
に
あ
る
｢
も
の｣
の
視
点
か
ら
自
己
を
描
い
た
り
、
自
分
が
非
常
識
だ
と
思
っ
た
そ
の
相
手
の
視
点
か
ら
自
己
を
描
く
と
い
う
、
自
己
の
パ
ロ
デ
ィ
化
と
虚
構
化
と
い
う
課
題
に
よ
っ
て
、
生
徒
自
身
の
発
想
や
視
点
、
価
値
観
を
ど
の
よ
う
に
反
転
さ
せ
ら
れ
た
か
を
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
の
課
題
の
到
達
点
と
限
界
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

｢
〈
わ
た
つ
み
の
深
き
心
〉
攷｣
(
単
著
『
国
際
文
化
研
究
紀
要』
第
三
号
一
九
九
七
年
一
一
月
三
五
頁)
『
土
佐
日
記』
六
番
歌
の
表
現
の
背
後
に
は
、
古
今
集
撰
者
時
代
の
歌
人
た
ち
が
歌
語
を
共
有
し
な
が
ら
和
歌
を
詠
み
あ
っ
た
時
代
の
雰
囲
気
が
深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
は
｢
時
代
の
言
葉｣
の
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、｢
時
代
の
言
葉｣
と
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
貫
之
の
解
釈
で
も
あ
っ
た
。
和
歌
は
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
プ
レ
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
歌
人
の
解
釈
が
生
み
出
す
の
で
あ
り
、
読
む
こ
と
が
同
時
に
詠
む
こ
と
で
あ
る
、
和
歌
言
説
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
こ
こ
に
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。

｢
〈
紅
葉
の
歌
〉
攷
―
古
今
集
前
夜
に
お
け
る
和
歌
の
文
芸
化
の
一
側
面
に
つ
い
て｣
(
単
著
『
語
文
と
教
育』
第
一
二
号
一
九
九
八
年
八
月
一
〇
頁)
万
葉
を
テ
ー
マ
に
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
を
概
観
し
つ
つ
、
比
較
文
学
的
観
点
や
古
代
の
習
俗
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
考
－－
察
し
て
い
る
。
和
歌
を
単
に
漢
詩
文
や
先
行
す
る
和
歌
と
の
影
響
関
係
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
歌
人
が
和
歌
を
支
え
て
い
る
言
葉
の
累
積
と
対
話
し
、
同
時
に
自
ら
も
言
葉
の
共
同
性
を
再
生
産
し
て
い
く
行
為
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
に
、
享
受
者
の
｢
読
み｣
が
さ
ら
な
る
｢
詠
み｣
を
生
み
出
し
て
い
く
、
和
歌
言
説
が
生
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。

｢
掛
詞
の
基
層｣
(
単
著
『
国
際
文
化
研
究
紀
要』
第
四
号
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
頁)
掛
詞
に
つ
い
て
、
こ
の
世
の
事
象
を
意
味
づ
け
関
連
さ
せ
て
い
く
言
葉
の
力
(
言
葉
の
呪
力
と
い
う
古
代
性)
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
世
に
あ
る
諸
々
の
事
柄
は
、
言
葉
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
言
葉
を
媒
介
と
し
て
密
接
な
関
係
性
を
持
ち
な
が
ら
和
歌
と
い
う
言
語
世
界
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
歌
を
重
層
化
し
、
錯
綜
す
る
言
葉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
出
す
古
今
集
時
代
の
掛
詞
の
中
に
、
漢
詩
文
と
関
連
す
る
言
葉
の
抽
象
度
の
高
い
観
念
性
と
、
古
代
性
と
が
層
を
な
し
て
存
在
し
て
分
析
・
考
察
し
て
い
る
。

｢
筒
井
康
隆
『
夢
の
検
閲
官』
を
読
む
―
反
転
す
る
読
み
と
言
葉
の
し
く
み
―｣
(
単
著
『
日
本
文
学』
第
四
八
巻
第
八
号
一
九
九
九
年
八
月
一
〇
頁)
筒
井
康
隆
『
夢
の
検
閲
官』
に
つ
い
て
｢
反
転｣
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
反
転
の
あ
る
作
品
と
は
途
中
ま
で
一
つ
の
視
点
に
寄
り
添
っ
て
い
た
読
者
の
読
み
が
、
あ
る
時
を
境
に
逆
転
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
の
し
く
み
を
持
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
か
ら
だ
け
そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
は
な
く
、
表
層
の
構
造
を
支
え
て
い
る
言
葉
の
し
く
み
そ
の
も
の
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
察
す
る
。
そ
の
言
葉
の
し
く
み
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
、
読
者
に
と
っ
て
の
｢
世
界｣
、｢
自
己｣
へ
の
道
を
ひ
ら
く
道
標
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

｢
縁
語
論｣
(
単
著
『
国
際
文
化
研
究
紀
要』
第
五
号
一
九
九
九
年
一
〇
月
三
二
頁)
縁
語
に
つ
い
て
、
読
者
論
的
視
点
を
導
入
し
て
、
縁
語
と
は
そ
れ
を
解
釈
す
る
側
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
歌
合
の
判
詞
と
も
関
わ
ら
－－
せ
て
論
じ
な
が
ら
、『
悦
目
抄』
な
ど
の
中
世
歌
論
に
お
け
る
縁
語
論
を
間
テ
ク
ス
ト
性
の
視
点
か
ら
読
み
直
し
、
さ
ら
に
、
歌
が
縁
語
を
必
要
と
し
た
理
由
が
歌
の
求
心
性
に
あ
る
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
。
縁
語
は
掛
詞
と
と
も
に
歌
の
中
で
意
味
の
凝
縮
さ
れ
た
核
を
形
成
す
る
が
、
二
重
性
を
与
え
る
修
辞
で
あ
る
縁
語
・
掛
詞
が
三
十
一
文
字
の
定
型
の
中
で
、
逆
に
求
心
性
を
与
え
る
と
い
う
逆
説
の
中
に
歌
の
特
質
が
表
れ
て
い
る
と
す
る
。

｢
歌
い
手
論
―
歌
う
主
体
と
和
歌
主
体
の
成
立
、
あ
る
い
は
一
義
性
の
文
学
と
し
て
の
和
歌
―｣
(
単
著
『
国
際
文
化
研
究
紀
要』
第
６
号
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
三
六
頁)
歌
う
対
象
に
対
す
る
歌
い
手
の
感
慨
を
言
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
歌
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
る
か
で
解
釈
が
異
な
っ
て
く
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
解
釈
の
可
能
性
の
幅
や
多
義
性
で
は
な
く
、
状
況
や
詞
書
き
が
解
釈
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
の
意
味
が
、
そ
の
状
況
の
中
で
読
者
が
ど
う
解
釈
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
て
、
歌
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
要
素
の
う
ち
何
を
前
景
化
す
る
か
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
歌
い
手
・
歌
う
主
体
と
い
う
観
点
か
ら
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

｢
中
上
健
次
『
隆
男
と
美
津
子』
を
教
材
と
し
て
読
む｣
(
単
著
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究』
第
七
巻
第
二
号
二
〇
〇
三
年
三
月
二
五
頁)
中
上
健
次
の
｢
隆
男
と
美
津
子｣
を
、
高
校
生
の
感
想
文
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
対
し
て
読
者
が
ど
の
よ
う
な
読
み
を
す
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
質
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
教
材
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
学
習
者
が
読
み
取
る
た
め
の
学
習
の
手
引
き
を
設
定
し
、
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
を
記
述
し
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
文
学
の
言
葉
は
一
義
的
な
解
釈
を
拒
み
重
層
的
な
意
味
決
定
を
強
い
る
も
の
だ
と
い
う
視
点
か
ら
、
初
出
形
で
あ
る｢
遠
い
夏｣
と
の
比
較
を
通
し
て
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
一
義
的
な
意
味
決
定
を
拒
む
作
品
の
構
造
と
言
葉
が
、
今
日
の
状
況
に
生
き
る
人
間
の
危
う
さ
を
露
わ
に
し
、
読
む
者
を
不
安
に
陥
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
－－

｢
〈
お
と
に
の
み
き
く
の
し
ら
つ
ゆ
〉
考｣
(
単
著
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究』
第
八
巻
第
一
号
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
四
頁)
古
今
和
歌
集
四
七
〇
番
歌
｢
お
と
に
の
み
き
く
の
白
露
よ
る
は
お
き
て
ひ
る
は
思
ひ
に
あ
へ
ず
け
ぬ
べ
し｣
(
素
性
法
師)
を
分
析
し
、
和
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
た
｢
き
く
(
菊
・
聞
く)｣
と
｢
露
・
白
露｣
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
詩
歌
に
詠
ま
れ
た
｢
菊
(
の
露)｣
が
｢
長
寿｣
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
、｢
菊
(
の
露)｣
を
恋
の
物
思
い
に
耐
え
か
ね
て
消
え
て
し
ま
う
こ
と
の
比
喩
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ
に
こ
の
和
歌
の
独
自
性
が
あ
る
こ
と
を
、
日
中
の
漢
詩
文
や
万
葉
集
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
和
歌
の
比
較
検
討
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
歌
人
が
和
歌
の
言
説
空
間
と
対
話
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
あ
る
要
素
を
反
復
し
た
り
差
異
化
し
た
り
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り
の
和
歌
言
説
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た
。

｢
文
化
テ
キ
ス
ト
論
と
し
て
の
映
画
解
読｣
(
単
著
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究』
第
八
巻
第
二
号
二
〇
〇
四
年
三
月
二
一
頁)
一
九
八
〇
年
代
の
ア
イ
ド
ル
映
画
(『
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃』)
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
様
式
・
構
造
・
物
語
学
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
ま
ず
、
少
年
少
女
の
成
長
物
語
と
し
て
描
か
れ
る
ア
イ
ド
ル
映
画
が
い
わ
ば
貴
種
流
離
譚
と
も
い
う
べ
き
普
遍
的
な
話
型
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
少
年
が
主
人
公
で
あ
る
同
様
の
ア
イ
ド
ル
映
画
(『
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ』)
と
女
子
高
校
生
が
主
人
公
で
あ
る
こ
の
映
画
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
の
成
長
が
社
会
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
女
の
成
長
は
性
的
に
成
熟
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
映
像
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

｢
宮
内
卿
・
比
良
の
山
風
考｣
(
単
著
『
解
釈』
第
五
〇
巻
第
九
・
一
〇
号
六
頁)
本
歌
取
り
の
名
歌
と
し
て
名
高
い
宮
内
卿
の
和
歌
｢
花
誘
ふ
比
良
の
山
風
吹
き
に
け
り
こ
ぎ
行
く
舟
の
あ
と
見
ゆ
る
ま
で｣
(
新
古
今
集
一
二
八)
を
手
が
か
り
に
、
和
歌
言
説
が
生
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
、
沙
弥
満
－－
誓
の
｢
世
の
中
を
何
に
た
と
へ
む
朝
ぼ
ら
け
こ
ぎ
ゆ
く
舟
の
あ
と
の
白
浪｣
(
拾
遺
集
一
三
二
七)
を
本
歌
に
取
り
つ
つ
、｢
花
誘
ふ｣
｢
志
賀
の
浪
・
桜｣
｢
比
良
の
山
(
風)｣
と
い
っ
た
先
行
す
る
和
歌
言
説
の
作
る
言
説
空
間
を
差
異
化
し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
先
行
す
る
和
歌
言
説
自
体
が
、
さ
ら
に
先
行
す
る
和
歌
群
の
作
る
言
説
空
間
を
差
異
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
宮
内
卿
の
和
歌
も
ま
た
差
異
化
さ
れ
、
新
た
な
和
歌
言
説
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
無
限
連
鎖
的
な
過
程
の
中
に
和
歌
を
置
き
、
そ
の
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
動
態
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。

｢
歌
語
『
大
江
山』
の
和
歌
史
的
展
開｣
(
単
著
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究』
第
九
巻
第
一
号
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
九
頁)
百
人
一
首
に
も
と
ら
れ
て
い
る
小
式
部
内
侍
の
和
歌
｢
大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば
ふ
み
も
ま
だ
見
ず
天
の
橋
立｣
(
金
葉
和
歌
集
五
五
〇)
を
中
心
に
す
え
、｢
大
江
山｣
と
い
う
歌
枕
の
和
歌
史
的
展
開
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
式
部
内
侍
歌
以
後
｢
大
江
山｣
と
い
え
ば
｢
生
野｣
を
詠
む
と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
和
歌
は
｢
大
江
山｣
を
め
ぐ
る
和
歌
言
説
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
と
も
い
う
べ
き
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
実
際
に
｢
大
江
山｣
を
め
ぐ
る
和
歌
言
説
を
た
ど
る
と
、｢
大
江
山
－
生
野｣
と
い
う
結
び
つ
き
を
持
ち
な
が
ら
、
同
時
に
小
式
部
内
侍
歌
以
前
の
言
説
を
含
み
こ
ん
だ
和
歌
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
論
稿
が
、
小
式
部
内
侍
歌
に
よ
っ
て
｢
大
江
山｣
の
扱
い
が
一
変
し
た
こ
と
ば
か
り
取
り
あ
げ
て
き
た
の
に
対
し
、
小
式
部
内
侍
歌
以
前
の
和
歌
言
説
と
以
後
の
和
歌
言
説
が
と
も
に
｢
大
江
山｣
を
め
ぐ
る
和
歌
の
言
説
空
間
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
歌
人
た
ち
が
言
説
空
間
を
差
異
化
し
な
が
ら
新
た
な
和
歌
言
説
を
生
み
出
し
、
同
時
に
和
歌
を
と
り
ま
く
言
説
空
間
を
再
生
産
し
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
和
歌
言
説
が
生
み
出
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
た
。

｢
和
歌
文
学
の
教
材
論
―
和
歌
の
教
材
化
に
関
す
る
留
意
点｣
(
単
著
『
教
育
学
研
究
紀
要』
第
五
〇
巻
二
〇
〇
四
年
一
二
月
六
頁)
｢
表
現｣
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
現
行
の
学
習
指
導
要
領
(
国
語
科)
の
も
と
で
は
、
現
代
国
語
に
よ
る
能
動
的
な
表
現
活
動
と
古
典
作
品
の
持
つ
豊
か
な
表
現
力
を
理
解
す
る
こ
と
の
一
体
化
が
重
要
に
な
る
と
の
立
場
か
ら
、
和
歌
文
学
の
｢
表
現｣
に
学
習
者
の
関
－－
心
を
向
け
る
た
め
に
効
果
的
な
教
材
の
編
成
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
提
案
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
歌
が
詞
書
や
状
況
に
よ
っ
て
意
味
が
規
定
さ
れ
る
文
芸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
和
歌
が
異
な
っ
た
文
脈
で
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
読
み
の
違
い
が
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
学
習
課
題
。
詠
み
手
の
置
か
れ
た
状
況
や
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
と
な
る
事
柄
を
掛
詞
に
集
約
し
、
そ
こ
を
中
心
に
和
歌
を
組
み
立
て
る
と
い
う
和
歌
の
作
法
を
ふ
ま
え
、
掛
詞
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
そ
の
詠
ま
れ
た
状
況
と
と
も
に
い
く
つ
か
編
集
し
て
提
示
し
、
和
歌
に
お
け
る
掛
詞
の
位
置
に
注
目
さ
せ
る
学
習
課
題
な
ど
、
和
歌
文
学
を
教
材
と
す
る
教
材
論
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
現
状
の
中
で
、
和
歌
文
学
を
教
材
と
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
和
歌
と
い
う
短
詩
形
文
学
の
本
質
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
論
述
し
た
。

｢
和
歌
文
学
に
お
け
る
｢
読
み｣
｢
詠
み｣
考
―｢
し
か
ぞ
す
む｣
の
言
説
分
析
―｣
(
単
著
『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究』
第
一
一
巻
二
号
二
〇
〇
七
年
三
月)
和
歌
の
｢
読
み
(
解
釈)｣
と
｢
詠
み｣
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
を
出
発
点
と
し
て
、
和
歌
の
言
説
分
析
を
試
み
た
も
の
。
歌
人
の
解
釈
と
和
歌
の
言
葉
、
和
歌
の
言
葉
の
意
味
は
、
い
ず
れ
も
傾
向
性
と
量
の
問
題
と
し
て
、
歌
人
や
解
釈
す
る
者
を
取
り
囲
む
言
説
空
間
を
作
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
が
量
か
ら
質
へ
転
換
す
る
と
き
に
、
和
歌
の
言
葉
は
変
容
し
て
い
く
と
指
摘
す
る
。




１
｢
う
ら
若
き
女
房
歌
人
宮
内
卿
の
君｣
(
北
川
茂
治
監
修
『
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
中
学
校
国
語
科
教
育
実
践
講
座』
ニ
チ
ブ
ン
二
〇
〇
四
年
一
二
月)
中
学
校
に
お
け
る
授
業
を
生
か
す
国
語
の
話
題
を
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
光
村
図
書
３
年
の
教
科
書
(
国
語)
に
教
材
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
｢
花
誘
ふ
比
良
の
山
風
吹
き
に
け
り
こ
ぎ
行
く
舟
の
あ
と
見
ゆ
る
ま
で｣
(
新
古
今
集
一
二
八)
を
詠
ん
だ
宮
内
卿
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
古
典
に
な
じ
み
の
薄
い
中
学
生
に
も
親
し
め
る
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。｢
増
鏡
・
無
名
抄
・
清
厳
茶
話
・
さ
さ
め
ご
と｣
と
い
っ
た
資
料
を
も
と
に
、
う
ら
若
い
女
房
歌
人
の
和
歌
に
う
ち
こ
む
姿
や
そ
の
詠
歌
手
－－
法
を
簡
潔
に
描
き
出
し
て
い
る
。
２
『
国
語
科
渡
嘉
敷
島
合
宿
―
教
育
実
習
事
前
・
中
間
・
事
後
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ』
第
三
巻
(
沖
縄
国
際
大
学
二
〇
〇
八
年
三
月)
国
語
科
教
職
課
程
の
伝
統
行
事
で
あ
る
｢
渡
嘉
敷
島
合
宿｣
を
収
録
。
一
年
生
か
ら
四
年
生
が
合
同
で
取
り
組
む
様
子
を
紹
介
し
た
も
の
。
監
修
を
務
め
る
。(
五
〇
分)
－－
